
市川市　外郭団体経営状況シート

１.団体概要

千円( ％ )

２.組織状況 ３.情報公開状況
（令和8年4月1日現在） （令和8年4月1日現在）

（単位：人）

４.財務情報
（単位：千円）

※フリーランス新法の施行に伴い、令和７年度決算より会員への配分金（会員業務委託料）を総収入および総支出から除外

　 （預り金処理）し、事業費のみを計上しています。そのため、総収入・総支出ともに前年度以前の金額と単純比較はできません。

作成日 令和8年8月18日

団体名称 公益社団法人市川市シルバー人材センター 所管部署 福祉部地域共生課

代表者名 理事長　田平　和精 所在地 市川市平田１－２０－１７

設立年月日 平成3年4月1日
基本財産

（市川市出資比率）
0 0

　役　員 1 15 16 定款、寄付行為 有

設立目的

　定年退職者等の高齢者の希望に応じた臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業の機会を確保
し、これらの者に対して組織的に提供することなどにより、その能力を生かした就業その他の多様な社会参加活動を援
助して、これらの者の生きがいの充実と福祉の増進を図るとともに、活力ある地域社会づくりに寄与することを目的と
する。

事業内容

（１）臨時的かつ短期的な就業（雇用によるものを除く。）又はその他の軽易な業務に係る就業（雇用によるものを除く。）
を希望する高齢者のために、これらの就業の機会を確保し、及び組織的に提供すること。
（２）臨時的かつ短期的な雇用による就業又はその他の軽易な業務に係る雇用による就業を希望する高齢者のために、
職業紹介事業又は一般労働者派遣事業を行うこと。
（３）高齢者に対し、臨時的かつ短期的な就業及びその他軽易な業務に係る就業に必要な知識及び技能の付与を目的と
した講習を行うこと。
（４）高齢者のための臨時的かつ短期的な就業及びその他の軽易な業務に係る就業を通じて、高齢者の生きがいの充実
及び社会参加の推進を図るために必要な事業を行うこと。
（５）前各号に掲げるもののほか、高齢者の多様な就業機会の確保及び地域社会、企業等における高齢者の能力の活用
を図るため、情報の収集や提供、調査、相談等必要な事業を行うこと。
（６）その他前条の目的を達成するために必要な事業を行うこと。社会福祉を目的とする事業に関する調査・普及・宣伝・
連絡・調整及び助成や、事業の企画及び実施、社会福祉に関する活動への住民の参加の為の援助など。

常勤 非常勤 計 Ｗebサイト 有

うち市現職者 0 1 1 評議員名 無

うち市退職者 1 0 1 役員名 有

うち市退職者 0 0 0 組織情報 有

　職　員 7 7 14 財務情報 有

計 8 22 30

障がい者雇用率 0.0% 0.0% 0.0%

うち市現職者 0 0 0

うち障がい者 0 0 0

令和6年度

総収入 112,143670,246 696,955 705,566

職員平均年齢 44.7歳

令和7年度令和4年度 令和5年度

総支出 110,598665,635 695,141 703,970

当期収支 1,5454,611 1,814 1,596

資産の合計 205,457203,449 215,616 218,441

負債及び正味財産の合計 205,456203,448 215,615 218,441

負債 85,55988,506 98,860 100,089

正味財産 119,897114,942 116,755 118,352

当期正味財産の増減 1,5454,611 1,813 1,596

市補助金 20,00020,000 20,000 20,000

市委託料 421,213366,970 391,531 406,811

※
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５.評価指標

※市委託料比率は、事業実態および前年度との比較性を考慮し、従来通り会員への配分金を含めた数値で算定・記載しています。

６.主要事業
（単位：千円）

市支出額

市支出割合

※令和7年度の事業費および支出割合は、事業の実態および前年度との比較性を考慮し、従来通り会員への配分金を含めて

　 算定しています。

（単位：千円）

市支出額

市支出割合

0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

当期結果の考察

年度末会員数は、1,275人で目標値に対して75人未達ではありましたが、前年度より6人増となり
ました。受託件数は、3,587件で前年度より569件減ではありましたが、請負・委任と派遣を合わ
せた契約金額は795,482千円で、前年度に対し8,973千円増となりました。発注者と会員のニー
ズが合わず就業に結びつかないなどの理由で未就業者を減らせなかったことから、今後も就業相
談の継続・就業拡大に努めます。

各年度決算状況 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業費 134,938 139,079 136,082 135,849

事業名 高年齢者就業機会確保事業　(派遣事業)

区分 受託

事業の概要 派遣事業：スーパーの品出し・保育補助・調理補助など、発注者からの指揮命令が発生する仕事

計画の期間 令和7年4月1日～令和8年3月31日

事業達成目標

令和7年度目標値
（1）会員数　1,350人
（2）契約金額　790,000,000円（派遣事業含）
（3）未就業会員数200人以下

令和7年度令和4年度 令和5年度 令和6年度

自
立
性

市補助金比率 2.8%3.0% 2.9% 2.8%

市委託料比率 59.3%54.8% 56.2%

11.7%10.3% 10.1%

57.7%

自主事業比率 0.0%0.0% 0.0% 0.0%

99.6% 93.0%

固定長期適合率 107.1%97.2% 99.9% 103.5%

10.8%

安
全
性

自己資本比率 58.4%56.5% 54.1% 54.2%

流動比率 85.4%108.1%

効
率
性

管理費比率 0.5%0.5% 0.6% 0.5%

人件費比率

計画の期間 令和7年4月1日～令和8年3月31日

事業達成目標

令和7年度目標値
（1）会員数　1,350人
（2）契約金額　790,000,000円（派遣事業含）
（3）未就業会員数200人以下

当期結果の考察

年度末会員数は、1,275人で目標値に対して75人未達ではありましたが、前年度より6人増となり
ました。受託件数は、3,587件で前年度より569件減ではありましたが、請負・委任と派遣を合わ
せた契約金額は795,482千円で、前年度に対し8,973千円増となりました。発注者と会員のニー
ズが合わず就業に結びつかないなどの理由で未就業者を減らせなかったことから、今後も就業相
談の継続・就業拡大に努めます。

事業名 高年齢者就業機会確保事業　(包括的契約事業)

区分 受託

事業の概要 包括的契約事業：施設管理・屋内外の軽作業、清掃・植木剪定の技能作業・家事援助サービス等

421,213366,970 391,531 406,811

63.9%59.6% 60.6% 62.5%

各年度決算状況 令和7年度令和4年度 令和5年度 令和6年度

事業費 659,642615,691 645,882 650,436

※

※
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７.活動指標

８.改善実績

令和7年

・4月よりフリーランス法に対応した新たな契約方法へ切替えて、会員が安心して働ける環境の整備を行った。
・「広報いちかわ」へセンターの特集を掲載し、また会員募集チラシを自治会の242地区へ回覧用14,000枚・掲示
板用2,600枚配布し、PR活動を行った。
・女性会員の拡大活動として、女性理事・会員・職員とともに「女性の会（仮称）」の設立準備を進めた。
・ハローワーク市川の高年齢求職者給付金認定日（月1回）に相談ブースを開設し、相談者へセンターを紹介し会員
拡大を図った。
・認知症について正しく理解するため、「認知症サポーター養成講座」を開催した。

令和6年

・各委員会委員が入会説明会において、就業体験談を話してもらうことで、働き方の理解を深めることにより会員
の増協に努めた。
・駐輪場管理業務の就業体験会を開催し、未就業の解消に努めた。
・会員が持っている資格や免許等を新たに申告してもらい、受注拡大と未就業会員の減少に努めた。
・新たに各図書館や既存契約先のスーパーに、会員募集チラシの常置を依頼し、会員確保に向けてPR活動を実施
した。
・地域新聞に２回、各123,000部に入会促進の広告を掲載し、普及啓発に努めた。

令和7年度令和4年度 令和5年度 令和6年度

公共受託事業件数 50件55件 52件 50件

公共受託事業就業延人
員

74,951人74,916人 76,561人 75,119人

民間事業所受託事業件
数

446件545件 539件 490件

個人・家庭受託事業件
数

3,091件4,023件 3,809件 3,616件

民間事業所受託事業就
業延人員

45,928人52,239人 50,532人 47,133人

個人・家庭受託事業就
業延人員

15,367人15,763人 16,072人 15,367人

年度 実施内容

派遣事業延人員 25,148人 25,584人 25,158人 23,838人

令和5年

・契約先のスーパーマーケット４店舗にお願いし、会員募集チラシを常置していただき、会員確保に努めた。
・契約の見直しを行い、請負契約になじみにくい３契約を派遣契約に切り替えることで、法令を遵守した適正就業
を図った。
・清掃業務に関する契約を『委任契約』から『請負契約』に切替え、法令順守を図った。
・インボイス制度への移行の準備を進め、スムースな対応を行うことができた。
・物価の高騰などによる経費増を踏まえ、事務比率の見直しを行った。
・スマートフォン講習会や会員専用サイトを立ち上げるなど、デジタルによる事務効率化を計った。

令和４年

・『新年度会員入会強化月間』を定め、年度切替時の会員不足に対応できる体制を構築した。
・『職場におけるハラスメント防止に関する規定』を制定した。
・インボイス制度に対応するため、関係機関と連携をとりながら準備を進め、会員・発注者への周知を行った。
・人材不足の職群の会員を確保するため、外部の関連機関を訪問し、連携強化を図った。
・自治会を通じて会員募集チラシを回覧していただき、会員確保に向けて積極的PRを行った。

令和元年
・千葉県シルバー連合会主催のイベントへの参加や、社用車の車体に会員募集看板を載せ、PRを強化した。
・会員が少ない地域の会員を増やすため、新聞折り込みチラシを実施した。

令和３年

・会員確保の新たな仕組みの構築（オンライン入会説明会）やセンターの最新情報を広くPRするため、ホームページ
を一新した。
・気象災害情報に関する注意喚起や緊急連絡を発信するための媒体として、『ｼｮｰﾄﾒｯｾｰｼﾞSMS』を開始した。
・刈払機使用時の事故防止対策として、除草会員へアタッチメントを貸与した。

平成２８年
・千葉商科大学の協力のもと、ホームページをわかり易くリニューアルした。
・未就業会員の個別相談を実施し、未就業者の解消に努めた。

平成２９年
・会員の資質や技術の向上を図るため、接遇研修会やビル清掃講習会等を実施した。
・女性会員増強を図るため、女性限定の入会説明会を実施した。
・市広報番組で、センターの特集番組を放送していただきシルバーの仕組みなどのPRを図った。

平成３０年
・接遇力向上のため、駐輪場や公民館就業会員のほかに、植木や除草会員の接遇研修会も実施した。
・センターのＰＲ活動として、作業場建物の屋根に会員募集の看板を設置した。

令和2年
・市内の工業団体事務局を通じて、会員募集及び就業開拓のPR活動を実施した。
・法令を遵守し、請負として馴染みにくい就業について、９事業所の契約を派遣事業へ切り替えた。
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